
堀
の
内
の
中
世
居
館
跡
を
め
ぐ
っ
て

ー
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
の
居
館
跡
|

は
じ
め
に
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現
在
長
野
県
各
地
で
圃
場
整
備
事
業
が
進
展
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
伊
那

郡
辰
野
町
の
沢
底
地
区
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
各

地
で
歴
史
的
な
景
観
が
失
わ
れ
、
貴
重
な
歴
史
地
名
が
消
え
つ
つ
あ
る
が
、
こ

の
問
題
は
沢
底
地
区
で
も
起
き
て
い
る
。
農
業
振
興
の
た
め
に
は
圃
場
整
備
も

必
要
で
あ
り
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
達
は
労
働
の
集
約
化
の
た
め
に
も
是

非
と
も
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
に
生
き
る
人
々
の
生
活
と
、

歴
史
的
遺
産
と
は
必
ず
し
も
両
立
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
歴
史
学
を
専
攻
し
文

化
財
保
護
を
推
進
す
べ
き
立
場
に
い
る
私
と
し
て
は
、
こ
の
両
者
の
せ
め
ぎ
あ

い
の
中
で
苦
し
い
立
場
に
い
る
。

辰
野
町
で
は
、
圃
場
整
備
事
業
の
対
象
地
に
「
堀
ノ
内
」
の
地
名
を
持
つ
水

田
が
あ
っ
た
こ
と
に
教
育
委
員
会
が
着
目
し
、
そ
の
調
査
に
乗
り
出
し
た
。

問
題
の
堀
の
内
に
つ
い
て
は
、

『長
野
県
町
村
誌
』
の
朝
日
村
分
の
中
に
次

の
記
載
が
あ
る
。

本
村
の
東
に
あ
り
。
永
禄
年
中
堀
内
左
近
住
居
せ
し
と
言
伝
へ
僅
に
城
祉

を
存
す
。
安
政
年
中
開
田
の
節
、
直
径
三
尺
、
直
立
一
丈
二
尺
周
廻
三
丈

余
の
穴
二
箇
所
あ
り
、
刀
剣
小
柄
算
等
種
々
是
あ
り
、
年
間
遠
隔
に
付
確

証
し
が
た
口
。

右
の
も
と
に
な

っ
た
朝
日
村
か
ら
長
野
県
令
に
あ
て
た
報
告
は
、
明
治
十
年

(一

八
七
七
)
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
明
治
の
早
い
時
期
に
お
い
て
、
す
で

笹

正

治

本

に
そ
の
居
館
跡
は
は

っ
き
り
し
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
永
禄
年
中

(一

五
五
八

1
七

O
)
に
堀
内
左
近
と
い
う
者
が
住
居
し
て
い
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
地
は
、
安
政
年
中

(一

八
五
四

1
六
O
)
に
水
田
が

聞
か
れ
、
そ
の
時
に
直
径
三
尺

(約
九

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
、
深
さ
一
丈
二

尺

(約
三

・
六

メ
ー
ト
ル
)
、
周
囲
が
三
丈

(約
九
メ
ー
ト
ル
)
あ
ま
り
の
穴

が
二
つ
見
つ
か
り
、
中
か
ら
万
剣
や
小
柄
、
算
な
ど
が
種
々
出
て
き
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
こ
の
居
館
に
つ
い
て
は
長
野
県
の
中
世
城
館
跡
の
集
大
成
と
も

い
え
る

『長
野
県
の
中
世
域
館
跡
|
分
布
調
査
報
告
書

』
に
収
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
の
地
域
を
丹
念
に
歩
い
て
調
べ
た
篠
田
徳
登
氏
の

『伊
那
の

t拠
』

に
も
記
載
が
な
く
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
地
元
の

『
辰
野
町
誌
』
歴
史
編
で
は
、
所
在
地
を
大
字
沢
底
山
寺
堀
内
と
し
、
「
河
子

沢
川
左
岸
の
小
大
地
。
北
に
山
寺
の
村
居
が
あ
り
、
河
子
沢
の
登
り
口
。
西
か

ら
南
に
谷
が
聞
け
、
荒
神
山
が
よ
く
み
ん
机
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が

『長
野
県
町
村
誌
』
以
来
の
記
述
で
あ
る
。

こ
の
居
館
跡
は
、
じ
っ
く
り
現
地
を
見
て
い
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
そ
し
て

そ
の
人
に
深
い
郷
土
に
対
す
る
愛
情
と
歴
史
的
な
知
識
が
な
け
れ
ば
、
気
が
つ

か
れ
な
い
ま
ま
に
永
遠
に
消
え
て
い

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

た
ま
た
ま
町
史
編
纂
に
携
わ
っ
て
知
識
を
持
っ
た
教
育
委
員
会
の
職
員
が
地
名

に
着
目
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
圃
場
整
備
が
行
わ
れ
る
前
に
、
こ
こ
に

学
問
の
光
を
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
目
下
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
地
形
や
地
名
へ
の
着
目
は
、
地
域
の
研
究
を
す
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る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。

本
稿
は
そ
う
し
た
辰
野
町
教
育
委
員
会
の
営
み
に
触
発
さ
れ
て
、
自
分
な
り

に
問
題
に
な
っ
て
い
る
居
館
跡
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
か
ら

出
発
し
た
。
こ
の
堀
の
内
の
居
館
跡
に
つ
い
て
、
消
え
て
行
こ
う
と
す
る
地
名

や
地
形
の
中
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
の
こ
と
が
読
み
取
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
な
歴
史
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
か
に
挑
戦
し
た
い
。

地
名
と
地
形

最
初
に
地
名
や
地
形
な
ど
を
元
に
し
て
、
堀
の
内
の
居
館
跡
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
ま
ず
最
初
に
居
館
跡
の
あ
る
地
域
の
全
体
像
か
ら
確
認
し
よ
う
。

辰
野
町
は
長
野
県
上
伊
那
郡
の
最
も
北
側
に
位
置
し
、
伊
那
谷
の
北
端
で
あ

る
が
、
沢
底
は
町
の
中
で
東
に
位
置
し
、
山
を
隔
て
て
諏
訪
市
と
接
す
る
。
沢

底
の
南
に
は
赤
羽
と
樋
口
の
集
落
が
続
く
が
、
赤
羽
は
沢
底
か
ら
分
離
し
た
も

の
で
あ
る
。
沢
底
の
中
心
部
を
流
れ
る
沢
底
川
は
、
諏
訪
市
の
青
木
沢
か
ら
流

れ
出
て
西
南
に
向
か
い
、
赤
羽
で
天
竜
川
と
合
流
す
る
。
沢
底
川
は
い
く
つ
か

の
小
さ
な
沢
を
合
流
す
る
が
、
堀
の
内
の
北
側
、
山
寺
地
区
に
お
い
て
も
河
子

沢
と
山
寺
沢
の
二
つ
の
沢
が
入
り
込
む
。

堀
の
内
の
居
館
の
成
立
の
占
地
で
は
道
路
が
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
地
域
の
道
路
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
明
治
十
年

(
一
八
七
七
)
の
朝
日
村
の
絵
図
に
よ
れ
ば
、
沢
底
川
の
西
側
を
二
等
道
路
が

走
っ
て
い
る
。
こ
の
道
路
は
南
か
ら
北
へ
、
樋
口
、
赤
羽
、
平
出
と
抜
け
、
諏

訪
市
の
上
野
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
山
寺
は
こ
の
道
路
か
ら
東
に
は
ず
れ
る

が
、
里
道
三
等
が
堀
の
内
の
前
を
通
っ
て
平
出
に
抜
け
て
い
る
。
沢
底
の
枝
村

で
山
寺
の
北
に
位
置
す
る
鴻
の
田
は
、
川
底
川
の
北
側
を
流
れ
る
上
野
川
の
上

流
に
あ
り
、
こ
こ
を
上
る
と
諏
訪
市
の
覗
石
、
さ
ら
に
有
賀
峠
へ
と
続
く
。
ま

た
、
平
出
か
ら
の
道
は
上
野
を
経
て
や
は
り
有
賀
峠
へ
行
け
る
。
加
え
て
沢
底

川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
諏
訪
側
に
抜
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
概
略
を
見
た
上
で
、
地
名
か
ら
情
報
を
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。
堀
の

内
は
江
戸
時
代
の
沢
底
村
に
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
地
名
か
ら
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

『
長
野
県
町
村
誌
』
は
沢
底
を
、

本
村
(
朝
日
村
)
の
東
に
あ
り
。
西
は
赤
羽
と
田
圃
入
交
り
、
南
は
日
向

山
に
連
り
、
東
は
湖
南
、
豊
田
の
両
村
に
接
し
、
北
は
平
出
山
を
界
し
、

東
西
四
十
六
町
、
南
北
三
十
五
町
。
往
古
は
多
底
郷
と
云
ふ
。

と
、
村
の
位
置
を
ま
と
め
、
村
の
名
前
は
昔
、
多
底
と
し
て
い
た
と
す
る
。
一

方
、
文
化
九
年
(
一
八
一
二
)
に
で
き
た
『
伊
那
志
略
』
は
、
昔
「
田
底
」
と

い
っ
て
、
鴻
野
田
、
岩
鼻
の
二
つ
の
枝
村
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
新
の
現
地
の
説
明
書
と
も
い
え
る
『
辰
野
町
誌
』
は
、
次
の
よ
う

に
記
述
す
る
。

南
向
き
に
開
け
て
い
る
沢
底
の
谷
は
、
周
囲
の
山
々
が
な
だ
ら
か
で
、
水

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
水
田
も
多
く
、
稲
作
の
歴
史
の
古
さ
も
し
の
ば

れ
る
。
沢
底
川
の
流
れ
は
ゆ
る
や
か
と
は
い
え
な
い
が
、
山
が
低
く
て
谷

が
浅
い
の
で
漢
字
で
「
沢
底
」
と
書
く
よ
う
な
景
観
は
少
し
も
感
じ
ら
れ

な
い
。
こ
の
谷
の
上
流
は
、
古
来
諏
訪
と
の
関
係
が
深
く
、
諏
訪
の
領
分

が
尾
根
を
越
え
て
伊
那
側
へ
深
く
喰
い
下
っ
て
き
て
い
る
。
沢
底
の
地
名

の
起
こ
り
は
「
諏
訪
底
」
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
が
、
諏
訪
側
か
ら

「
後
山
」
と
か
「
上
野
」
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
に
山
を
越
え
た
向
こ
う
の

意
で
そ
う
言
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

景
観
か
ら
す
る
と
沢
底
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
な
い
と
強
調
し
、
諏
訪
底
説
を

紹
介
し
て
、
諏
訪
と
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
。

次
に
史
料
の
中
か
ら
、
こ
の
地
名
を
史
料
か
ら
確
認
す
る
と
、

延
文
元
年
(
一
三
五
六
)
成
立
の
『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』
(
権
祝
本
)
|
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「
さ
せ
こ
」

文
明
二
年
(
一
四
七

O
)
三
月
付
け
の
矢
島
文
書
|
「
さ

ι叩」

天
正
六
年
(
一
五
七
八
)
二
月
付
け
の
「
上
諏
訪
造
宮
帳
」
「
沢
底
之
原

口
之
田
別
銭
に
て
」

天
正
年
間
(
一
五
七
三

1
九
二
〉
の
守
矢
文
書
|
|
「
佐
瀬
子
」

天
正
十
八
年
一

O
月
一
七
日
付
け
の
市
岡
文
書
|
「
さ
そ
こ
四
百
八
俵

五
斗
」

天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)
成
立
と
い
う
『
信
州
伊
奈
青
表
紙
之
縄
帳
』

ー
「
佐
そ
こ
村
」

『
赤
羽
記
』
|
保
科
筑
前
守
の
所
領
と
し
て
「
諏
方
の
界
サ
ソ
コ
五
百
石
」

正
保
四
年
三
六
四
七
〉
の
『
信
濃
国
絵
図
高
辻
』
|
「
赤
羽
村
」
二

O
O

石
、
「
沢
底
村
」
三
四
四
石

な
ど
と
い
っ
た
順
序
に
な
る
。
本
来
「
さ
せ
こ
」
あ
る
い
は
「
さ
そ
こ
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
地
名
に
、
「
沢
底
」
の
漢
字
が
当
て
は
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
最
初
か
ら
沢
底
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
こ
の
地
名
が
呼
ば
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
「
さ
せ
こ
」
あ
る
い
は
「
さ
そ
こ
」
の
言
葉
に
意
味
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
語
に
近
世
に
な
っ
て
「
沢
底
」
の
漢
字
が
当
て
ら
れ
、
沢
の

底
の
意
識
が
固
定
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

沢
底
よ
り
小
さ
い
区
域
を
指
す
地
名
に
、
現
在
集
落
の
あ
る
山
寺
が
あ
る
。

『長
野
県
町
村
誌
』
は
朝
日
村
の
毘
沙
門
庵
を
説
明
し
て
、
「
往
古
は
多
聞
山

松
月
庵
と
相
唱
、
建
久
三
壬
子
年
草
創
に
て
、
本
尊
毘
沙
門
天
は
源
頼
朝
公
信

仰
の
霊
像
。
当
所
よ
り
東
方
=二

町
距
離
し
、
方

一
町
な
る
平
野
あ
り
、
字
山

寺
山
と
唱
へ
、
其
所
に
堂
宇
有
之
、
後
野
火
に
て
延
焼
、
天
文
年
中
今
の
所
へ

転
地
す
。
旧
地
へ
石
造
の
小
洞
を
建
立
し
、
干
今
存
在
す
。
沢
底
耕
地
持
庵
な

り
」
と
す
る
。
こ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
山
寺
の
地
名
は
建
久
三
年
(
一
一
九

二
)
に
建
立
さ
れ
た
寺
に
ち
な
む
こ
と
に
な
る
。
各
地
に
あ
る
山
寺
の
地
名
か

ら
し
て
も
、
地
名
が
山
の
寺
の
存
在
か
ら
生
じ
た
可
能
性
は
高
い
。

『
高
白
斎
記
』
天
文
十
一
年
(
一
五
四
二
)
十
月
一
日
条
に
、
「
廿
九
日
丙

子
、
信
形
上
伊
那
口
動
、
十
月
大
、
朔
日
、
丁
丑
、
高
白
陣
所
上
伊
郡
山
寺
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
山
寺
は
沢
底
の
山
寺
を
指
す
と
さ
れ
る
。

『
高
白
斎
記
』
に
よ
れ
ば
、
高
遠
頼
継
の
軍
が
同
年
九
月
十
日
に
下
諏
訪
に
放

火
し
た
た
め
、
翌
日
、
板
垣
信
形
が
軍
を
動
か
し
、
そ
の
後
二
十
六
日
に
高
白

斎
は
藤
沢
口

(高
遠
町
)
に
放
火
し
た
。
二
十
八
日
に
蓑
輪
次
郎
(
藤
沢
頼

親
〉
が
信
玄
の
元
に
出
仕
し
、

二
十
九
日
に
板
垣
信
形
が
上
伊
那
口
へ
働
き
、

前
記
十
月
一
日
と
続
く
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
武
田
氏
に
と
っ
て
最
大
の
敵
は
高
遠
頼
継
だ
っ
た
。
『
辰
野
町
史
』

が
指
摘
す
る
よ
う
に
も
し
こ
の
山
寺
が
沢
底
の
山
寺
な
ら
、
高
白
斎
は
い
っ
た

ん
諏
訪
に
帰
っ
て
か
ら
、
再
び
有
賀
峠
あ
た
り
を
越
え
て
伊
那
に
入
っ
て
き
た

こ
と
に
な
る
。
上
伊
那
口
と
い
う
記
載
か
ら
は
こ
の
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し

武
田
氏
の
当
面
の
敵
は
高
遠
氏
で
、
藤
沢
氏
は
武
田
氏
に
従
っ
て
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
陣
所
は
高
遠
攻
撃
の
た
め
で
あ
る
。
一
般
的
に
上
伊
那
で
山
寺
と
い

え
ば
、
現
在
の
伊
那
市
山
寺
が
有
名
で
、
こ
こ
の
方
が
高
遠
の
谷
に
伊
那
側
か

ら
攻
め
る
に
際
し
て
は
入
口
に
な
る
。
山
寺
は
伊
那
市
山
寺
の
可
能
性
も
捨
て

切
れ
な
い
が
、
一
応
通
説
に
従
っ
て
お
き
た
い
。

次
に
堀
の
内
の
館
跡
の
地
名
に
つ
い
て
探
ろ
う
。
問
題
の
地
域
の
地
字
を
図

示
す
る
と
l
図
(
本
図
は
辰
野
町
教
育
委
員
会
作
成
)
の
よ
う
に
な
る
。
城
館

跡
の
研
究
に
あ
た
っ
て
地
名
の
重
要
性
は
早
く
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
(初
。
そ
の

最
た
る
も
の
が
「
堀
ノ
内
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
ホ
リ
ノ
ウ
チ
」
を
『
改
訂

綜
合
日
本
民
俗
語
実
』
は、

堀
之
内
。
奥
州
か
ら
九
州
に
ま
で
分
布
し
て
い
る
地
名
で
、
町
村
に
も
字

・
小
字
に
も
見
え
る
。
東
京
都
下
や
埼
玉
県
に
は
こ
の
地
名
が
殊
に
多
く
、

『新
編
武
蔵
風
土
記
』
に
は
八
十
四
の
字
を
掲
げ
て
い
る
。
城
祉
に
あ
る
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村
に
は
多
く
の
堀
之
内
の
小
名
あ
り
と
同
書
に
見
え
、
堀
と
い
う
と
た
だ

ち
に
城
砦
を
想
像
し
や
す
い
が
、
事
実
は
堀
之
内
は
必
ず
し
も
戦
術
上
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
世
の
武
士
は
通
例
砦
に
は
住
ま
ず
、
戦
時
の
妨

禦
地
は
険
阻
な
山
の
上
に
あ
っ
て
、
平
時
は
平
地
に
あ
た
か
も
大
地
主
の

よ
う
に
し
て
住
ん
で
い
た
。
そ
の
匡
敷
を
取
り
囲
ん
だ
工
作
物
が
堀
で
、

往
々
そ
の
内
に
は
田
も
畑
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
後
閑
す

な
わ
ち
空
閑
地
を
含
む
堀
之
内
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
ホ
l
フ
に
比
べ
ら
れ

る
名
主
の
垣
内
を
思
わ
し
め
る
。

と
説
明
し
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
説
明
を
柳
田
国
男
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
鏡
味
完
二

『日
本
の
地
名
』
は
、
「
ホ
リ
ノ
ウ
チ

(
1
)
「
堀
の
内
」

す
な
わ
ち
豪
族
屋
敷
。

(
2
)
「墾
(
ホ
リ
)
の
内
」
で
開
墾
地
。
東
北
地
方
に

多
い
」

と
す
る
。
『
長
野
県
町
村
誌
』
の
記
載
か
ら
し
て
、
こ
の
地
の
堀
の
内

の
地
名
が
居
館
を
示
す
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
-
図
に
よ
る
と
堀
ノ
内
の
地
字

は
ず
い
ぶ
ん
広
い
範
囲
に
及
ぶ
。
現
地
調
査
に
よ
れ
ば
、
確
実
に
居
館
と
思
わ

れ
る
残
存
地
形
は
「
腰
巻
」
の
東
側
の
堀
ノ
内
で
あ
る
。
そ
の
東
側
の
堀
ノ
内

は
田
圃
の
境
が
直
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
比
較
的
新
し
く
水

田
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
境
界
線
な
ど
も
変
更
さ
れ
て
い
よ
う
。
お
そ
ら
く

『長
野
県
町
村
誌
』
の
記
載
に
見
え
る
よ
う
に
安
政
年
中
、
こ
の
地
域
に
水
田

が
開
か
れ
た
時
に
堀
ノ
内
の
地
字
が
、
新
し
く
で
き
た
水
田
に
ま
で
広
げ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
河
子
沢
の
南
側
、
尾
根
に
至
る
ま
で
の
平
地

が
ひ
と
つ
の
つ
な
が
り
を
持
つ
場
所
と
し
て
意
識
さ
れ
、
堀
ノ
内
の
地
名
に
な

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

堀
ノ
内
の
地
名
の
西
側
の
「
腰
巻
」
は
、
居
館
の
腰
部
を
巻
く
場
所
の
意
味

で
、
腰
郭
も
し
く
は
堀
の
跡
で
あ
ろ
う
。
地
形
か
ら
す
る
と
、
館
跡
の
北
側
の

日
影
、
さ
ら
に
は
腰
巻
の
南
側
の
ホ
ウ
ゲ
も
同
じ
役
割
を
持
つ
場
所
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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な
お
、
南
側
の
ホ
ウ
ゲ
は
地
形
か
ら
し
て
本
来
腰
郭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
地
名
は
腰
巻
で
な
く
ホ
ウ
ゲ
で
あ
る
。
こ
の
地
名
は
も
う
一
か
所
東
側
に

も
残
っ
て
い
る
。
ホ
ウ
ゲ
に
当
た
る
言
葉
を

『日
本
国
語
大
辞
典
』
で
探
す
と

「
放
下
」
が
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
①
「
禅
で
、
精
神
的

・
肉
体
的
な
一
切
の

執
着
を
捨
て
て
解
脱
す
る
こ
と
。
ま
た
、
執
着
を
起
こ
さ
せ
る
種
々
の
条
件
を

放
棄
す
る
こ
と
」
、
②
「
投
げ
す
て
る
こ
と
。
投
げ
お
ろ
す
こ
と
」
「
捨
て
去
る

こ
と
」
、
③
「
中
世

・
近
世
に
行
な
わ
れ
た
芸
能
の
一
つ
。
小
切
子
(
こ
き
り

こ
)
を
打
ち
な
が
ら
行
な
う
歌
舞

・
手
品

・
曲
芸
な
ど
の
芸
。
ま
た
、
そ
れ
を

専
門
に
行
な
う
者
」
で
あ
る
。
地
名
に
①
や
②
の
よ
う
な
動
作
は
っ
き
に
く
い

の
で
、
③
の
可
能
性
が
わ
ず
か
に
残
る
。
ま
た
、
「
ホ
ウ
ゲ
」
は
「
ホ
ウ
ケ
」

が
変
化
し
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
「
法
家
」
の
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
古
代
、

中
世
、
律
令
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
学
聞
を
専
門
と
す
る
官
吏
。
明
法
博
士

(み

ょ
う
ぼ
う
は
か
せ
)
・
勘
解
由
使
・
判
事
な
ど
の
職
に
あ
る
こ
と
が
多
い

が
、
特
定
の
官
職
で
は
な
い
。
転
じ
て
、
代
々
そ
の
学
問
を
伝
え
る
家
。
ま
た
、

そ
の
家
の
人
」
で
あ
る
。
仮
に
ホ
ウ
ゲ
が
屋
敷
に
住
ん
だ
人
の
従
者
的
な
人
の

住
ん
だ
場
と
す
る
な
ら
、
職
人
的
な
芸
能
者
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
他
に
、
「
ホ
ウ
ゲ
」
が
「
ボ
ウ
ゲ
」
か
ら
の
転
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
防

碍
」
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
妨
害
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
居
館
の
入
口
を
押

え
る
位
置
に
こ
の
地
名
が

つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

他
人
の
侵
入
を
防

ぐ
防
御
の
た
め
の
装
置
の
場
所
と
な
り
、
こ
の
可
能
性
も
出
て
く
る
。
こ
の
程

度
の
規
模
の
居
館
に
住
む
主
が
職
人

・
芸
能
人
的
な
者
を
抱
え
て
い
た
と
は
考

え
が
た
い
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
防
碍
の
可
能
性
の
方
が
高
い
だ
ろ
う
。

堀
ノ
内
の
北
側
に
あ
る
日
影
は
、
一
段
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
地
名
の
通

り
日
陰
に
な
る
。
こ
の
地
名
は
日
陰
に
な
り
や
す
い
状
態
を
い
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
北
側
に
は
サ
イ
カ
チ
田
が
広
が
る
。
サ
イ
カ
チ
は
河
原
な
ど
の
水

辺
の
原
野
に
多
い
マ
メ
科
ネ
ム
ノ
キ
亜
科
の
落
葉
高
木
で
あ
る
。
こ
の
地
名
は
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水
田
を
聞
く
前
に
サ
イ
カ
チ
が
生
え
て
い
た
場
所
と
い
う
こ
と
で
つ
け
ら
れ
た

も
の
だ
ろ
う
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
堀
の
内
の
居
館
跡
は
沢
底
と
い
う
谷
間
の
入
口
に

あ
り
、
周
囲
の
地
名
も
地
形
も
十
分
に
居
館
跡
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

居
館
の
構
造

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
地
形
や
地
名
な
ど
を
元
に
し
て
、
実
際
に
中
世
の
居

館
跡
と
考
え
ら
れ
る
場
所
を
考
察
し
て
み
た
い
。
現
況
の
縄
張
図
を
示
す
と
2

図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
場
所
は
標
高
は
だ
い
た
い
七
五

0
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。

地
形
的
に
見
る
と
河
子
沢
が
沢
底
川
に
合
流
す
る
直
前
の
高
台
を
占
め
、
南

側
に
山
の
尾
根
が
く
る
形
で
あ
る
。
現
在
は
居
館
跡
の
西
側
、
{
子
腰
巻
の
す
ぐ

下
を
県
道
が
走
っ
て
お
り
、
県
道
の
西
側
の
一
段
低
い
場
所
に
水
田
が
広
が
り
、

さ
ら
に
沢
底
川
と
つ
な
が
る
。
地
形
か
ら
し
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
道
は
戦
国
時

代
も
同
じ
ル

l
ト
を
通
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

堀
の
内
の
主
体
を
な
す
居
館
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
平
地
(
水
田
、
字
堀

ノ
内
)
は
、
南
北
約
四
五
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
四

0
メ
ー
ト
ル
で
、
北
側
の
幅

が
広
く
、
南
側
は
狭
い
、
や
や
台
形
に
近
い
形
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
下
部
に

当
た
る
腰
巻
へ
落
ち
る
切
岸
も
必
ず
し
も
一
直
線
で
は
な
く
、
整
形
は
し
っ
か

り
し
て
い
な
い
。
東
側
の
水
田
を
区
画
す
る
切
岸
と
比
較
す
る
と
そ
の
差
は
明

瞭
で
、
安
政
年
中
(
一
八
五
四

1
六
O
〉
に
水
田
に
す
る
た
め
整
形
さ
れ
た
場

所
の
区
画
が
ま
っ
す
ぐ
な
の
に
、
古
く
か
ら
の
形
を
残
す
と
思
わ
れ
る
部
分
は

カ
l
プ
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
居
館
が
作
ら
れ
た
時
代
か
ら
隔
た
っ
た

た
め
に
、
本
来
は
も
っ
と
直
線
的
に
し
っ
か
り
区
画
さ
れ
て
い
た
の
が
、
時
と

と
も
に
現
況
の
よ
う
に
変
化
し
た
、
あ
る
い
は
本
来
的
に
し
っ
か
り
区
画
を
作

ら
な
か
っ
た
、
の
二
つ

の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
二
つ
が
一
緒

に
な
っ
て
現
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

てミ了一

組ーヘミミ
堀の内居館跡縄張図2図
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地
形
か
ら
し
て
、
東
側
は
切
り
取
ら
れ
て
崖
の
よ
う
に
な
っ
て
上
に
連
な
っ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
三
方
、
屋
敷
地
の
外
側
に
は
土
塁
が
巻

い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
現
在
で
も
こ
の
水
田
の
畦
は
や
や
幅
が
広
い
が
、

こ
れ
は
そ
の
痕
跡
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
水
田
を
作
る
時
、
周
囲
の

土
塁
な
ど
は
崩
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
発
掘
調
査
に
よ
り
土
塁
の

基
底
部
が
判
明
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

敷
地
内
で
は
北
西
の
隅
が
最
も
見
晴
ら
し
が
き
き
、
箕
輪
町
方
面
の
伊
那
谷

が
良
く
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
南
東
に
行
く
に
従

っ
て
、
南
側
の
尾
根
に
さ
え
ぎ

ら
れ
て
眺
望
が
悪
く
な
る
。
こ
の
傾
向
は
日
当
た
り
に
お
い
て
も
同
じ
で
、
北

西
は
日
当
た
り
が
良
い
が
、
南
東
は
日
当
た
り
が
悪
く
な
る
。
少
な
く
と
も
こ

の
地
域
よ
り
南
側
、
山
付
き
地
帯
で
は
冬
の
雪
の
消
え
方
も
一
段
遅
く
、
決
し

て
住
宅
環
境
と
し
て
は
良
く
な
い
。

堀
ノ
内
の
西
側
に
あ
る
腰
巻
は
、
道
路
面
よ
り
も
上
に
あ
る
。
道
路
か
ら
眺

め
る
と
、
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
腰
郭
が
あ
り
、
さ
ら
に
見
上
げ
る
よ
う
に
吃
立

し
た
場
所
に
居
館
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
腰
巻
は
腰

郭
で
、
防
御
的
な
要
素
が
大
き
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
腰
巻
の
地
字
は
幅
が

だ
い
た
い
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
高
さ
と
同

じ
幅
の
腰
郭
と
思
わ
れ
る
地
形
が
、
ホ
ウ
ゲ
ま
で
続
い
て
い
る
。
元
来
は
一
連

の
も
の
で
、
ホ
ウ
ゲ
も
腰
郭
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
腰
巻
と
ホ
ウ
ゲ
の
聞
を
分

断
す
る
道
は
、
切
岸
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
後
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

居
館
を
築
く
際
に
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
居
館
の
北
側

の
日
影
の
地
字
を
持
つ
場
所
も
同
じ
く
腰
郭
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
ち
ら
の
腰

郭
の
整
形
が
少
な
い
の
は
、
そ
の
北
側
の
河
子
沢
が
流
れ
て
い
て
、
防
御
し
や

す
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

居
館
の
全
体
像
か
ら
す
る
と
、
北
東
の
隅
で
自
然
地
形
よ
り
も
北
に
飛
び
出

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
沢
の
流
れ
が
北
側
に
や
や
湾
曲
し
て
い
る
の
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で
、
北
東
に
は
土
を
盛
っ
て
形
を
整
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
位
置
的
に
は
こ
こ
が

鬼
門
に
な
る
。
現
況
の
地
形
は
居
館
の
で
き
た
時
期
に
整
形
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
こ
の
位
置
に
は
何
ら
か
の
意
識
が
あ
っ
て
、
少

し
北
側
に
せ
り
出
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
位
置
が
鬼
門
に
あ
た
る

こ
と
と
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
居
館
の
切
岸
に
お
い
て
も
、
北
東
と
北
側

の
中
央
、
そ
れ
に
南
側
の
堀
ノ
内
の
西
側
に
お
い
て
、
や
や
突
き
出
し
た
奇
妙

な
部
分
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
防
御
上
の
装
置
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
崩
れ
の

結
果
か
不
明
で
あ
る
が
、

一
応
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ホ
ウ
ゲ
の
東
側
の
堀
ノ
内
の
地
字
は
、
腰
巻
の
東
側
の
堀
ノ
内
地
字
よ
り
一

段
と
低
い
。
地
形
か
ら
し
て
、
こ
の
場
所
も
居
館
と
共
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
東
側
の
ホ
ウ
ゲ
、
お
よ
び
そ
の
南
側
の
堀
ノ
内
は
居
館
の
中
心
を

な
す
堀
ノ
内
よ
り
一
段
と
高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
が
居
住
域
と
し
て
想
定
さ

れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
部
分
は
前
述
の
よ
う
に
防
碍
で
、
居
館
を
守
る

意
味
を
持
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

居
館
が
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
堀
ノ
内
地
字
の
東
側
の
堀
ノ
内
、
ホ
ウ
ゲ

の
東
側
の
堀
ノ
内
は
、
一
段
と
高
く
な
っ
て
お
り
、
水
田
が
聞
け
て
い
る
。
こ

れ
は
安
政
年
中
に
聞
か
れ
た
水
固
な
の
で
、
居
館
が
営
ま
れ
て
い
た
時
期
の
地

形
は
と
ど
め
て
い
な
い
。
居
館
の
大
き
さ
か
ら
し
て
も
、
こ
の
部
分
に
居
館
に

付
属
す
る
設
備
は
少
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
地
形
と
地
字
か
ら
す
る
と
、
居
館
は
堀
ノ
内
地
字
の
四
五
メ

ー
ト
ル
か
け
る
四

0
メ
ー
ト
ル
の
平
地
を
中
心
に
築
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
守

る
よ
う
に
腰
郭
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
特
に
道
路
に
面
し
た
部
分
は
し
っ
か
り

し
た
形
に
造
ら
れ
て
い
た
。
郭
の
南
側
の
堀
ノ
内
の
地
名
を
持
つ
一
段
低
い
部

分
は
、
居
館
と
共
に
造
ら
れ
た
施
設
だ
ろ
う
。
そ
の
東
側
の
一
段
高
い
と
こ
ろ

に
あ
る
ホ
ウ
ゲ
、
堀
ノ
内
は
居
館
の
一
部
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は

居
館
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
空
聞
を
占
地
し
た
程
度
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
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そ
れ
で
は
居
館
の
入
口
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
腰
郭
を
分
断
し

た
形
の
道
が
、
水
田
開
発
時
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、

こ
こ
が
通
路
で
あ
っ
た
可
能
性
が
一
番
高
い
。
そ
の
場
合
、
入
口
は
居
館
跡
の

南
東
の
隅
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
館
跡
が
水
田
に
な

っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
虎
口
の
よ
う
な
入
口
を
想
定
さ
せ
る
遺
構
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。
居

館
は
そ
れ
自
身
の
高
さ
と
、
南
北
の
腰
郭
、
ホ
ウ
ゲ
の
存
在
に
よ
っ
て
防
御
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
道
路
か
ら
直
角
に
入
ら
せ
、
し
か
も
南
北
の
堀
ノ
内
の
地

名
の
場
所
か
ら
通
路
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
こ
を
通
路
に
す
れ
ば
安

全
性
は
高
い
。

そ
う
す
る
と
、
腰
巻
の
南
に
あ
る
ホ
ウ
ゲ
の
東
の
堀
ノ
内
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
居
館
と
連
動
し
て

居
館
を
守
る
装
置
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
時
に
居
館
よ
り
一
段
低
い
面

な
の
で
、
も
し
こ
こ
に
居
住
す
る
な
ら
、
居
館
に
住
め
な
い
ラ
ン
ク
の
従
者
が

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
居
館
部
分
よ
り
も
日
影
で
居
住
に
良
く
な
い
と
い
う
こ

と
も
、
こ
れ
に
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
こ
こ
が
居
館
の
主
に
隷
属

す
る
よ
う
な
人
々
の
居
住
域
だ
っ
た
と
す
る
と
、
居
館
内
に
お
け
る
身
分
と
居

住
域
と
を
考
え
る
材
料
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
発
掘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現

時
点
で
は
、
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

居
館
の
中
に
は
色
慨
が
建
て
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
発
掘
結
果
が
出
て
い
な
い
の
で
想
定
で
き
な
い
。
日
当
た
り
や
眺
望
か
ら
し

て
、
お
そ
ら
く
北
側
を
中
心
に
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
推
察
す
る
。
水
田

を
作
る
時
に
撹
乱
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
礎
石
跡
な
ど
の
遺
構
が
出
て
く

れ
ば
実
態
を
明
ら
か
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
『長
野
県
町
村
誌
』
の
こ
の
居
館
跡
に
対
す
る
、
「
本
村
の

東
に
あ
り
。
永
禄
年
中

(
一
五
五
八

1
一
五
七

O
)
堀
内
左
近
住
居
せ
し
と
言

伝
へ
僅
に
域
社
を
存
す
。
安
政
年
中

(一

八
五
四

1
六

O
)
開
田
の
節
、
直
径

三
尺
、
直
立
一
丈
二
尺
周
廻
三
丈
余
の
穴
二
箇
所
あ
り
、
万
剣
小
柄
算
等
種
々

是
あ
り
、
年
間
遠
隔
に
付
確
証
し
が
た
し
」
と
の
記
載
で
あ
る
。
直
径
約
一
メ

ー
ト
ル
、
深
さ
二
、
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
穴
が
二
か
所
見
つ
か
り
、
そ
の
中
か

ら
万
剣
や
小
柄
、
算
な
ど
種
々
の
も
の
が
出
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け

の
深
き
で
あ
る
か
ら
、
水
田
の
底
に
そ
の
痕
跡
は
残
っ
て
い
よ
う
。
発
掘
調
査

で
そ
の
位
置
や
概
要
が
わ
か
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

穴
か
ら
出
た
も
の
は
金
属
製
の
武
器
や
飾
り
物
な
ど
高
価
な
も
の
が
多
い
。

ど
の
よ
う
な
状
態
で
出
土
し
た
の
か
伝
わ
ら
な
い
の
で
判
断
は
難
し
い
が
、
単

な
る
廃
棄
土
坑
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
貯
蔵
用
の
穴
だ
っ
た
こ

と
に
な
る
が
、
こ
の
点
判
然
と
し
な
い
。
も
し
貯
蔵
用
の
穴
な
ら
、
こ
の
家
で

は
倉
を
持
た
ず
に
い
た
こ
と
に
な
り
、
居
住
者
は
必
ず
し
も
経
済
力
の
あ
る
地

位
の
高
い
人
物
と
は
言
え
な
く
な
る
。

一
方
で
廃
棄
土
坑
で
な
い
と
す
る
と
、

な
ぜ
こ
れ
ら
の
物
を
入
れ
た
ま
ま
こ
の
家
の
人
達
が
よ
そ
に
行
っ
た
の
か
が
問

題
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
穴
は
、
こ
の
居
館
を
考
え
て
い
く
上
で
大
き
な
材
料

と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
人
が
住
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明

治
十
年
の

『長
野
県
町
村
誌
』
の
段
階
で
、
永
禄
年
中
堀
内
左
近
な
る
人
物
が

住
ん
で
い
た
と
の
言
い
伝
え
が
わ
ず
か
に
残
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
近
世
末
に
こ

の
地
が
水
田
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
周
囲
に
家
、
が
建
っ
て
い
な
い
こ
と
、
こ
の

場
所
が
全
体
と
し
て
は
日
当
た
り
が
悪
く
て
居
住
に
は
適
し
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
中
世
に
本
来
的
に
こ
の
地
に
根
を
張
っ
て
い
た
家
が
、
勢
力
内
に
居

館
を
設
け
た
の
で
は
な
く
、
他
所
か
ら
や
っ
て
来
た
者
が
、
伝
説
の
よ
う
に
一

時
的
に
住
み
着
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

居
館
の
主
と
伝
え
ら
れ
る
堀
内
左
近
は
、
地
元
で
は
「
ほ
り
の
う
ち
の
さ
こ

ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
ほ
り
の
う
ち
」
が
堀
の
内
だ
と
す
る
と
、
居
館
を

示
す
一
般
的
な
名
称
で
、
名
字
で
な
い
可
能
性
が
高
く
な
る
。
堀
の
内

(居



館
)
に
住
ん
だ
左
近
と
い
う
人
物
と
し
て
、
名
前
が
伝
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
場
合
、
地
元
に
と
っ
て
こ
の
人
物
は
極
め
て
影
の
薄
い
人
物
で
、
な

お
か
つ
地
域
と
は
深
い
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
一
時
的

に
よ
そ
か
ら
や
っ
て
来
て
、
こ
こ
に
居
館
を
構
え
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
居
館
が
築
か
れ
た
時
期
と
し
て
は
伝
承
の
よ
う
に
永
禄
年
中
(
一
五

五
八

i
七

O
)、
戦
国
時
代
の
後
半
が
大
き
な
候
補
時
期
に
な
る
。
居
館
は
残

っ
て
い
る
地
形
の
状
況
、
地
名
、
防
御
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
し
て
も
、
ほ
ぼ
戦

国
時
代
の
末
期
、
永
禄
年
中
の
も
の
と
し
て
良
い
と
私
は
考
え
る
。

山
寺
の
中
で
の
居
館
の
位
置

堀の内の中世居館跡をめぐって

こ
れ
ま
で
地
名
や
地
形
な
ど
を
中
心
に
し
て
堀
の
内
の
居
館
跡
を
考
え
て
き

た
。
こ
れ
を
居
館
の
あ
る
山
寺
地
区
、
そ
れ
よ
り
広
い
沢
底
、
そ
の
上
の
辰
野

町
、
さ
ら
に
上
伊
那
全
体
の
中
に
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

沢
底
の
う
ち
山
寺
の
集
落
の
地
名
を
見
る
と
、
堀
の
内
か
ら
河
子
沢
を
隔
て

た
北
側
に
、
西
垣
外
、
古
屋
敷
の
地
字
が
あ
り
、
現
在
も
こ
の
場
所
に
民
家
が

建
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
垣
外
地
名
は
論
議
の
多
い
地
名
で
あ
り
、
柳
田
国
男

は
、
カ
イ
ト
を
「
垣
外
は
文
字
の
知
く
垣
の
内
で
所
謂
土
豪
の
囲
ひ
込
ん
だ
地

域
を
意
味
す
(日
」
と
す
る
。
戸
田
芳
実
も
「
古
代
、
中
世
の
農
村
で
周
囲
に
周
一

を
め
ぐ
ら
し
て
他
と
区
別
し
た
一
区
画
の
土
棚
」
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し

ろ
、
垣
外
は
古
く
か
ら
の
開
発
に
か
か
わ
る
地
名
で
あ
る
。
ま
た
、
古
屋
敷
は

新
屋
敷
に
対
し
、
こ
こ
に
古
い
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
。
つ
ま
り
、
山

寺
集
落
の
居
住
区
は
河
子
沢
と
山
寺
沢
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
に
設
定
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

西
垣
外
な
ど
の
地
名
の
場
所
か
ら
沢
を
隔
て
北
側
に
行
く
と
、
歳
ノ
神
、
堂

ノ
前
と
い
っ
た
宗
教
地
名
が
多
く
な
る
。
宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
五
月
に
小
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が
撰
し
、
高
木
正
敏
が
明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
に
書
き
写
し
た

『伊
那
郡
神
社
仏
閣
記
』
に
よ
れ
ば
、
沢
底
村
に
は
八
幡
宮
・
鎮
大
明
神

・
堂

が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
八
幡
社
は
赤
羽
と
沢
底
の
境
の
八
幡
坂
に
鎮
座
し
て
い

た
(
現
在
は
津
島
社
と
合
杷
さ
れ
荒
神
山
に
移
さ
れ
た
)
。
鎮
大
明
神
は
現
在

沢
底
ワ
ゴ
に
あ
る
鎮
大
神
社
で
、
山
寺
の
集
落
か
ら
は
五

0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

北
に
位
置
す
る
。
沢
底
で
堂
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
日
向
に
あ
る
地
蔵
堂
、
中

組
に
あ
る
薬
師
如
来
堂
、
山
寺
に
あ
る
毘
沙
門
天
堂
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、

山
寺
の
地
名
の
由
緒
な
ど
か
ら
し
て
山
寺
の
毘
沙
門
天
堂
で
あ
ろ
う
。
堂
と
並

ん
で
歳
ノ
神
が
あ
る
が
、
鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』
は
サ
イ
ノ
カ
ミ
を
「
峠

の
嬬
」
と
す
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
れ
は
塞
神
で
あ
ろ
う
。

沢
底
の
中
に
あ
っ
て
、

山
寺
は
周
囲
の
環
境
や
立
地
か
ら
し
て
独
立
し
た
一

つ
の
世
界
を
形
成
し
て
い
た
。
ま
ず
宗
教
的
な
施
設
な
ど
か
ら
確
認
し
て
い
こ

う
。
集
落
の
北
側
に
は
歳
ノ
神
の
地
名
が
あ
り
、
実
際
こ
こ
に
神
が
杷
ら
れ
て

い
る
。
前
述
の
よ
う
に
こ
の
歳
の
神
は
塞
神
で
、
北
側
か
ら
村
に
入
っ
て
く
る

通
路
を
前
提
に
、
集
落
の
境
界
を
守
る
神
で
あ
る
。
そ
の
東
に
位
置
す
る
毘
沙

門
天
堂
は
、
本
来
東
方
の
山
寺
山
に
あ
っ
た
も
の
を
天
文
年
中
(
一
五
三
二

1
五
五
)
に
今
の
場
所
に
移
し
た
と
い
う
。
堀
ノ
内
の
西
側
の
水
田
は
「
宮
ノ

前
」
「
宮
前
」
で
、
沢
底
川
を
隔
て
「
鳥
居
田
」
も
あ
る
。
地
名
と
位
置
か
ら

す
る
と
現
在
の
堀
ノ
内
の
地
字
の
南
端
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
南
の
飛
び
出
し
た

尾
根
の
先
端
あ
た
り
に
御
宮
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
仮
に
こ
の
位
置
に
御

宮
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
御
宮
は
北
側
の
歳
ノ
神
に
対
応
し
て
、
南
側
で

集
落
に
邪
悪
な
神
な
ど
が
入
っ
て
く
る
の
を
防
ぐ
役
割
を
負
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
山
寺
と
赤
羽
の
境
界
に
は
八
幡
社
が
あ
っ
た
。
イ
メ

ー
ジ
的
に
は
戦

国
時
代
の
山
寺
は
、
西
に
北
か
ら
南
へ
と
沢
底
川
が
流
れ
、
こ
れ
に
山
寺
沢
と

河
子
沢
が
東
か
ら
流
れ
込
む
。
山
寺
沢
の
北
側
、
河
子
沢
の
南
側
に
は
そ
れ
ぞ

れ
尾
根
が
突
き
出
し
、
二
つ
の
沢
に
固
ま
れ
た
東
の
山
が
山
寺
山
で
あ
る
。
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山
寺
の
集
落
は
、
現
在
は
歳
ノ
神
の
東
側
(
山
寺
沢
の
北
側
)
に
も
展
開
し

て
い
る
が
、
明
治
十
年
の
朝
日
村
の
絵
図
を
見
る
と
、
河
子
沢
と
山
寺
沢
と
に

は
さ
ま
れ
た
高
台
の
み
で
あ
る
。
集
落
は
宗
教
施
設
の
作
ら
れ
た
二
つ
の
尾
根

に
は
さ
ま
れ
る
よ
う
に
存
在
し
、
特
に
そ
の
聞
の
二
つ
の
沢
に
固
ま
れ
た
場
所

に
人
家
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
集
落
の
東
側
は
山
寺
が
建
立
さ
れ
た
山
で
、

西
側
に
は
川
が
流
れ
る
。
尾
根
、
し
た
が
っ
て
峠
と
直
結
す
る
場
所
は
境
界
領

域
で
、
寺
社
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
川
や
沢
も
あ
の
世
と
こ
の
世
と
の
境
界

領
域
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
山
寺
の
集
落
は
自
然
物
と
し
て
あ
の
世
と
こ
の
世
の

境
界
を
な
す
よ
う
な
川
、
沢
、
尾
根
、
山
に
抱
か
れ
た
台
地
上
に
分
布
し
、
し

か
も
実
際
の
村
の
入
口
と
な
る
北
側
に
は
塞
神
が
肥
ら
れ
、
南
側
に
も
御
宮
が

建
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
集
落
は
神
々
に
固
ま
れ
た
平
和
な
場
所
だ
と
い

う
意
識
が
強
く
働
い
て
、
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
問
。

こ
の
こ
と
は
直
接
的
な
外
敵
か
ら
の
防
御
に
も
役
立
つ
。
す
な
わ
ち
沢
底
川

と
山
寺
沢
、
河
子
沢
は
天
然
の
堀
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
、
し
か
も
そ
の
前
面

に
は
山
の
尾
根
が
あ
る
の
で
、
住
民
の
感
覚
と
し
て
も
、
閉
ざ
さ
れ
た
平
和
な

場
所
に
思
え
た
で
あ
ろ
う
。
イ
メ
ー
ジ
的
に
は

3
図
の
よ
う
な
形
で
山
寺
の
集

落
は
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
居
住
空
間
と
し
て
は
、
日
当
た
り
と
水
の
確
保
が
問
題
に
な
ろ
う
。
山

寺
の
地
は
沢
底
の
地
名
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
沢
底
川
の
谷
間
で

あ
っ
て
も
、
谷
が
全
体
と
し
て
南
北
に
走
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
日
当

た
り
が
保
証
さ
れ
る
。
し
か
も
古
屋
敷
な
ど
の
地
名
の
残
る
場
所
は
、
谷
の
東

側
の
や
や
高
台
で
、
北
側
に
山
が
近
く
な
っ
て
南
下
が
り
の
傾
斜
が
あ
る
た
め

日
当
た
り
が
良
い
。
水
は
北
側
の
山
寺
沢
の
水
を
使
え
ば
、
容
易
に
生
活
用
水

と
な
る
。

山
寺
の
集
落
の
東
側
、
最
も
高
い
場
所
に
現
在
山
寺
氏
の
住
宅
が
あ
る
。
こ

こ
は
山
の
麓
で
、
河
子
沢
と
山
寺
沢
の
両
方
の
水
を
押
さ
え
る
こ
と
の
で
き
る

山寺集落概念図3図

場
所
と
い
え
る
。
し
か
も
名
字
で
あ
る
山
寺
は
地
域
の
名
称
で
も
あ
る
。
こ
う

し
た
地
域
の
名
称
を
名
字
に
す
る
よ
う
な
家
は
、
戦
国
時
代
ま
で
に
地
域
の
土

豪
と
し
で
あ
っ
た
場
合
が
多
い
の
で
、
こ
の
家
も
そ
う
し
た
系
譜
を
引
く
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
俗
に
上
伊
那
十
三
騎
と
呼
ば
れ
る
天
正
(
一
五

七
三

1
九
二
)
こ
ろ
上
伊
郡
に
い
た
有
名
な
土
豪
の
中
に
、
山
寺
氏
は
入
っ
て

し
な
し
。

河
子
沢
と
山
寺
沢
に
は
さ
ま
れ
て
、
西
垣
外
、
古
屋
敷
、
中
垣
外
な
ど
の
地

名
が
あ
る
場
所
は
、
二
つ
の
沢
が
堀
の
役
割
を
し
て
防
御
上
に
都
合
が
良
く
、

し
か
も
日
当
た
り
の
良
い
、
屋
敷
を
構
え
る
の
に
う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
あ
る
。

も
し
、
堀
の
内
の
居
館
の
主
が
本
来
的
に
山
寺
に
根
を
持
っ
て
い
る
家
だ
っ
た

と
し
た
ら
、
こ
の
台
地
上
に
居
館
を
構
え
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
集
落
か
ら



堀の内の中世居館跡をめぐって

離
れ
た
、
日
当
た
り
の
良
く
な
い
場
所
に
居
館
を
築
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

は
、
後
か
ら
入
っ
て
き
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

居
館
の
位
置
か
ら
し
て
、
こ
の
居
館
が
な
ぜ
こ
こ
に
作
ら
れ
た
か
の
最
大
の

理
由
は
、
居
館
の
西
側
を
走
る
道
の
存
在
に
あ
る
だ
ろ
う
。
諏
訪
上
社
の
中
世

に
お
け
る
廻
湛
神
事
で
、
外
県
神
使
は
平
出
泊
、
小
河
内
泊
、
真
木
泊
、
伊
奈

部
泊
、
御
園
泊
、
前
淵
泊
、
沢
底
泊
で
帰
着
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
沢

底
は
諏
訪
と
を
結
ぶ
重
要
な
ル

l
ト
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
天
文
十
一
年

(
一
五
四
三
)
に
高
白
斎
が
陣
所
を
山
寺
に
置
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
戦
国

時
代
の
山
寺
は
諏
訪
と
伊
那
と
を
結
ぶ
交
通
上
の
要
衝
で
あ
り
、
そ
の
ル

l
ト

は
居
館
の
東
側
に
現
在
も
走
る
道
に
重
な
る
。
道
を
は
さ
ん
で
居
館
の
反
対
側

に
は
、
宮
前
、
善
光
の
地
字
の
水
田
が
あ
り
、
そ
の
西
側
を
沢
底
川
が
走
る
。

こ
の
水
田
は
本
来
沢
底
川
の
河
原
で
、
道
は
動
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
南
側
か

ら
沢
底
に
入
り
、
こ
の
道
か
ら
居
館
を
見
る
と
見
上
げ
る
よ
う
な
形
に
な
り
、

居
館
の
上
か
ら
道
を
見
れ
ば
逆
に
目
の
下
で
あ
り
、
道
を
押
え
る
恰
好
の
位
置

と
い
え
る
。
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こ
の
道
を
押
え
る
場
合
で
も
川
子
沢
と
山
寺
沢
と
の
聞
の
二
反
田
あ
た
り
の

方
が
、
防
御
上
か
ら
も
、
日
当
た
り
な
ど
か
ら
し
て
も
よ
い
。
道
を
押
さ
え
る

意
図
を
持
つ
て
の
居
館
が
堀
ノ
内
に
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
す
で

に
山
寺
に
は
集
落
が
存
在
し
て
お
り
、
よ
そ
か
ら
入
っ
て
き
た
館
の
主
が
こ
の

地
を
占
拠
す
る
ほ
ど
の
力
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
何
ゆ
え
に
こ
の
居
館
の
主
は
こ
の
地
に
居
館
を
構
え
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
こ
の
館
の
主
が
こ
の
地
域
に

所
領
を
得
て
、
移
っ
て
き
た
可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
普
通

な
ら
そ
の
人
物
は
自
分
の
本
領
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
、
よ
ほ
ど
の
理
由
が
な

け
れ
ば
、
こ
の
地
に
移
つ
て
は
こ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
に
所
領
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
こ
の
時
点
で
は
じ
め
て
所
領
を
手
に
入
れ
た
。
も

し
く
は
、
そ
れ
ま
で
自
分
が
持
っ
て
い
た
所
領
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
所
領
を

手
に
入
れ
本
拠
を
変
え
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
に
そ
れ
ほ
ど
の

生
産
力
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
可
能
性
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ

は
、
こ
の
館
の
主
が
仕
え
た
主
人
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
配
さ
れ
た
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
こ
こ
に
置
か
れ
た
の
は
館
の
前
の
道
の
警
護
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
場
合
、
所
領
も
近
辺
で
与
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
可
能
性
と
し
て
は

こ
ち
ら
の
方
が
大
き
い
。

四

歴
史
の
中
か
ら

城
や
居
館
な
ど
は
戦
乱
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
堀
の
内
の
居
館
跡
に
つ
い

て
は
、
明
治
初
頭
の
現
地
に
永
禄
年
中
(
一
五
五
八

i
七

O
)
に
堀
内
左
近
が

住
ん
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
。
す
で
に
天
文
年
中
(
一
五
三
二

1
五
五
)
の

武
田
氏
の
伊
那
侵
略
の
動
き
に
つ
い
て
は
少
し
触
れ
た
が
、
も
う
一
度
こ
の
頃

の
大
き
な
歴
史
的
な
流
れ
を
、
特
に
戦
乱
に
及
ん
だ
武
田
氏
の
伊
那
侵
入
と
武

田
氏
の
滅
亡
か
ら
確
認
し
、
戦
国
時
代
の
辰
野
町
の
山
城
や
館
跡
か
ら
、
永
禄

年
中
と
伝
え
ら
れ
る
堀
の
内
の
居
館
跡
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
武
田
氏
と
こ
の
地
と
の
関
連
か
ら
見
ょ
う
。
天
文
八
年
(
一
五
三
九
)

十
二
月
九
日
に
諏
訪
で
は
諏
訪
頼
満
が
死
に
、
孫
の
信
重
が
二
十
四
才
で
継
い

だ
。
甲
斐
の
武
田
信
虎
は
佐
久
に
侵
入
す
る
た
め
頼
重
と
の
同
盟
を
強
化
し
、

娘
の
祢
々
(
信
玄
の
妹
)
を
嫁
が
せ
た
。
天
文
十
年
五
月
に
信
虎
は
村
上
義
清

や
諏
訪
頼
重
と
と
も
に
小
県
郡
を
攻
め
、
信
濃
か
ら
帰
る
と
娘
婿
の
今
川
義
元

の
も
と
へ
赴
い
た
。
武
田
信
玄
(
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
晴
信
で
あ
る
が
信
玄
で

統
一
し
て
お
く
)
は
、
直
ち
に
甲
斐
と
駿
河
の
交
通
路
を
遮
断
さ
せ
、
信
虎
が

甲
斐
に
戻
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
武
田
家
の
家
督
を
継
い
だ
。

諏
訪
頼
重
は
諏
訪
郡
の
住
民
が
連
年
風
水
害
を
受
け
疲
弊
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
連
続
し
て
軍
を
動
か
し
た
た
め
、
人
望
を
失
っ
て
い
っ
た
。
高
遠
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(
高
遠
町
)
に
い
た
諏
訪
氏
一
族
の
高
遠
頼
継
は
、
自
分
の
家
が
諏
訪
氏
の
総
領

職
を
継
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
、
機
会
を
見
て
頼
重
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
た
。

こ
の
頼
継
に
諏
訪
上
社
祢
宜
大
夫
矢
島
満
清
も
結
び
付
い
た
。
ま
た
一

E
諏
訪

氏
の
支
配
下
に
入
っ
た
下
社
の
金
刺
氏
も
、
勢
力
の
回
復
を
ね
ら
っ
て
い
た
。

信
玄
は
こ
う
し
た
反
頼
重
派
と
手
を
結
ん
で
諏
訪
氏
を
打
倒
す
る
こ
と
に
し
た
。

天
文
十
一
年
六
月
二
十
四
日
、
頼
重
の
住
む
上
原
城
(
茅
野
市
〉
に
武
田
・

高
遠
・
金
刺
の
連
合
軍
侵
入
の
連
絡
が
入
っ
た
。
し
か
し
武
田
氏
と
長
年
同
盟

関
係
に
あ
っ
た
頼
重
は
信
用
せ
ず
、
二
十
八
日
に
な
っ
て
や
っ
と
軍
勢
を
集
め

た
。
翌
日
、
高
遠
軍
が
杖
突
峠
を
越
え
て
諏
訪
に
侵
入
し
、
安
国
寺
(
茅
野

市
)
門
前
に
火
を
掛
け
た
。
頼
重
は
こ
の
夜
家
臣
の
勧
め
で
桑
原
城
(
諏
訪

市
)
に
移
り
、
上
原
城
に
火
を
放
っ
た
。
七
月
四
日
、
頼
重
は
武
田
方
か
ら
の

和
談
の
申
し
入
れ
に
し
た
が
っ
て
開
城
し
、
翌
日
、
甲
府
に
連
行
さ
れ
、
二
十

一
日
に
切
腹
さ
せ
ら
れ
た
。
諏
訪
郡
は
宮
川

(
茅
野
市
)
を
境
に
し
て
西
は
高

速
頼
継
、
東
は
信
玄
が
領
す
る
こ
と
に
な
り
、
上
原
城
に
は
武
田
の
守
備
兵
が

置
か
れ
た
。

高
遠
頼
継
は
諏
訪
氏
の
総
領
職
を
狙
っ
て
信
玄
に
味
方
し
た
の
に
、
得
た
の

は
宮
川
よ
り
西
の
諏
訪
郡
だ
け
だ
っ
た
。
そ
こ
で
矢
島
満
清
と
語
ら
い
、
箕
輪

(
上
伊
那
郡
箕
輪
町
)
の
藤
沢
氏
や
上
伊
那
の
春
近
衆
と
も
結
ん
で
、
九
月
十

日
に
上
原
城
を
攻
撃
し
て
守
備
兵
を
追
い
払
い
、
諏
訪
下
社
に
も
兵
を
出
し
て

上
社
と
と
も
に
占
領
し
た
。
武
田
方
は
翌
十
一
日
に
板
垣
信
方
を
諏
訪
に
向
か

わ
せ
、
信
玄
も
頼
重
の
遺
児
虎
王
を
擁
し
て
十
九
日
に
甲
府
を
立
っ
た
。

信
玄
は
二
十
四
日
に
諏
訪
上
社
に
戦
勝
を
祈
り
、
翌
二
十
五
日
、
安
国
寺
門

前
の
宮
川
の
ほ
と
り
で
高
遠
軍
と
合
戦
し
た
が
、
圧
倒
的
な
勝
利
に
終
っ
た
。

頼
継
は
か
ろ
う
じ
て
高
遠
へ
逃
げ
返
り
、
満
清
も
逃
亡
し
た
。
翌
日
、
武
田
方

の
武
将
駒
井
政
武
(
高
白
斎
)
が
上
伊
那
に
入
り
、
守
矢
頼
真
の
案
内
で
藤
沢

口

(
高
遠
町
〉
に
放
火
し
、
福
与
城

(
箕
輪
町
)
の
藤
沢
頼
親
を
攻
め
て
二
十

八
日
に
降
伏
さ
せ
た
。
板
垣
信
方
も
二
十
九
日
に
上
伊
那
口
(
有
賀
峠
)
に
出

動
し
て
残
兵
を
掃
討
し
た
。
こ
う
し
て
完
全
に
諏
訪
郡
を
平
定
し
た
信
玄
は
、

翌
天
文
十
二
年
五
月
に
上
原
城
を
修
築
し
て
、
板
垣
信
方
を
諏
訪
郡
代
と
し
て

在
城
さ
せ
た
。

し
か
し
頼
継
が
再
び
諏
訪
を
攻
略
し
よ
う
と
機
を
窺
い
、
藤
沢
頼
親
も
彼
と

結
ん
で
武
田
氏
に
反
旗
を
翻
そ
う
と
し
た
の
で
、
信
玄
は
天
文
十
三
年
十
月
末
、

伊
那
に
出
兵
し
頼
親
を
福
与
城
の
前
進
基
地
で
あ
る
荒
神
山
城
(
辰
野
町
)
に

攻
め
た
。
し
か
し
頼
継
が
頼
親
を
支
援
し
た
た
め
攻
め
落
す
こ
と
が
で
き
ず
、

十
二
月
九
日
甲
府
へ
帰
っ
た
。
こ
れ
に
乗
じ
て
十
二
月
八
日
の
夜
に
頼
継
軍
が

諏
訪
に
乱
入
し
て
、
神
長
守
矢
頼
真
の
屋
敷
に
放
火
し
た
。

翌
天
文
十
四
年
四
月
十
一
日
、
信
玄
は
高
遠
攻
略
の
た
め
甲
府
を
出
発
し
て
、

十
四
日
に
上
原
城
に
着
き
、
翌
日
杖
突
峠
に
陣
を
張
っ
た
。
頼
継
は
十
七
日
に

城
を
捨
て
て
逃
亡
し
た
。
十
八
日
、
信
玄
は
高
速
に
入
り
、
二
十
日
に
は
福
与

城
の
藤
沢
頼
親
を
攻
撃
し
た
。
し
か
し
城
は
要
害
で
、
立
て
寵
っ
た
人
数
も
多

く
、
そ
の
う
え
頼
親
の
妻
の
兄
の
深
志
の
小
笠
原
長
時
が
救
援
の
た
め
に
竜
ケ

崎
城
に
入
っ
た
た
め
、
落
城
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
や
が
て
武
田
軍

に
も
今
川
義
元
と
北
条
氏
康
の
援
軍
が
加
わ
り
、
六
月
一
日
に
板
垣
信
方
軍
が

竜
ケ
崎
城
を
落
城
さ
せ
た
。
十
月
十
日
に
頼
親
も
和
議
に
応
じ
、
翌
日
弟
を
人

質
に
出
し
、
域
は
焼
か
れ
た
。
信
玄
は
十
三
日
に
小
笠
原
長
時
の
領
内
で
あ
る

塩
民
に
兵
を
出
し
た
う
え
で
甲
府
へ
帰
っ
た
。
こ
う
し
て
上
伊
那
も
武
田
氏
の

勢
力
下
に
入
っ
た
。
以
上
が
武
田
氏
の
諏
訪
・
上
伊
那
地
方
の
侵
略
過
程
で
あ

る
。
天
文
十
四
年
(
一
五
四
五
)
か
ら
上
伊
那
は
完
全
に
武
田
氏
の
支
配
す
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
時
代
を
下
っ
て
武
田
氏
の
滅
亡
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
勝
頼
は

天
正
三
年
(
一
五
七
五
)
の
長
篠
合
戦
後
の
態
勢
立
て
直
し
と
、
新
た
な
領
国

支
配
を
め
.
さ
し
て
天
正
九
年
二
月
こ
ろ
か
ら
新
府
城
(
山
梨
県
韮
崎
市
)
を
築
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き
は
じ
め
、
織
田
信
長
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
工
事
は
順
調
に
進
み
、
勝
頼

も
一
二
月
の
初
め
噴
ま
で
に
新
府
域
に
移
っ
た
。

信
長
は
十
二
月
十
八
日
に
、
甲
州
進
攻
の
準
備
と
し
て
黄
金
五
十
枚
で
米
八

千
俵
を
購
入
し
、
三
河
の
牧
野
城

(愛
知
県
豊
川
市
)
に
備
え
た
。
木
曽
義
昌

は
情
勢
を
見
て
天
正
十
年
一
月
二
十
五
日
、
弟
を
人
質
に
出
し
て
織
田
信
長
と

通
じ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
武
田
勝
頼
は
二
月
二
日
に
息
子
の
信
勝
な
ど
と
共
に
、

丘
二
万
五
千
で
義
昌
討
伐
の
た
め
出
陣
し
、
諏
訪
の
上
原
に
陣
を
据
え
て
、
よ

そ
の
国
か
ら
武
田
氏
の
領
国
へ
入
る
諸
口
の
警
備
な
ど
を
申
し
付
け
た
。

勝
頼
が
軍
を
動
か
し
た
翌
二
月
三
日
、
信
長
は
武
田
領
国
に
攻
め
込
む
よ
う

に
命
令
を
下
し
た
。
こ
の
日
、
信
長
の
長
男
で
あ
る
信
忠
は
、
森
勝
蔵
長
可

・

団
平
八
忠
直
に
尾
張

・
美
濃
の
兵
と
共
に
、
木
曽
口

・
岩
村
口
か
ら
武
田
領
国

に
攻
め
入
ら
せ
た
。

武
田
軍
は
伊
那
口
の
重
要
な
場
所
を
警
固
し
、
滝
が
沢

(長
野
県
下
伊
那
郡

平
谷
村
)
に
要
害
を
構
え
て
下
条
信
氏
を
入
れ
て
守
ら
せ
た
が
、
信
氏
の
家
臣

の
下
条
九
兵
衛
が
逆
心
を
企
て
、
二
月
六
日
に
信
氏
を
追
い
出
し
、
岩
村
口
か

ら
河
尻
秀
隆
の
人
数
を
率
い
れ
て
信
長
に
味
方
し
た
。

二
月
十
二
日
、
織
田
信
忠
が
木
曽
義
昌
救
援
の
た
め
出
陣
し
、
土
田

(岐
阜

県
可
児
市
)
に
陣
取
り
、
十
四
日
に
は
岩
村

(岐
阜
県
恵
那
郡
岩
村
町
)
に
着

陣
し
た
。
こ
の
状
況
を
見
て
伊
那
郡
松
尾

(飯
田
市
松
尾
)
城
主
の
小
笠
原
信

嶺
が
信
忠
に
降
っ
た
。
妻
篭
口
か
ら
信
濃
に
先
陣
と
し
て
入
っ
て
い
た
団
平
八

と
森
勝
蔵
は
、
清
内
路
口

(下
伊
那
郡
清
内
路
村
)
よ
り
軍
を
進
め
、
木
曽
峠

(大
平
峠
、
南
木
曽
町
と
飯
田
市
の
聞
の
峠
)
を
打
ち
越
し
て
、
な
し
の
峠
に

上
っ
た
。
織
田
に
味
方
し
た
小
笠
原
信
嶺
が
手
合
わ
せ
と
し
て
所
々
に
煙
を
上

げ
た
の
で
、
飯
田
城

(飯
田
市
)
を
守

っ
て
い
た
坂
西
織
部
と
保
科
正
直
は
敗

走
し
た
。

武
田
軍
は
木
曽
義
昌
攻
撃
の
た
め
、

二
月
十
六
日
に
鳥
居
峠

(木
曽
郡
楢
川

43 

村
と
木
祖
村
と
の
間
〉
へ
軍
勢
を
出
し
た
。
対
す
る
木
曽
義
昌
の
軍
に
は
、
苗

木
久
兵
衛
父
子
や
織
田
の
援
軍
が
加
わ
り
、
鳥
居
峠
で
武
田
軍
を
破
っ
た
。

な
お
こ
の
日
、
信
忠
は
岩
村
か
ら
平
谷

(下
伊
那
郡
平
谷
村
)
に
陣
取
り
、

翌
二
月
十
七
日
、
障
を
飯
田
に
移
し
た
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
勝
頼
は
大
島

城
(
下
伊
那
郡
松
川
町
)
に
信
玄
の
弟
の
信
廉
を
入
れ
、
小
原
継
忠
、
日
向
宗

栄
な
ど
を
加
え
て
守
ら
せ
た
。
し
か
し
大
島
城
は
織
田
軍
の
攻
撃
の
前
に
夜
中

に
陥
落
し
た
。
大
島
域
を
手
に
入
れ
た
信
忠
は
こ
こ
に
と
ど
ま
り
、
城
に
は
河

尻
秀
隆
と
毛
利
秀
頼
を
入
れ
、
先
手
を
飯
島
(
上
伊
那
郡
飯
島
町
)
に
移
ら
せ

た
。
そ
し
て
森
長
可
、
団
忠
直
、
小
笠
原
信
嶺
に
先
障
を
命
じ
た
。
こ
う
し
て
、

当
面
武
田
氏
の
有
す
る
城
で
抵
抗
す
る
の
は
、
勝
頼
の
弟
の
仁
科
盛
信
の
守
る

高
遠
城
だ
け
に
な

っ
た。

二
月
二
十
九
日
、
織
田
信
忠
が
高
遠
の
仁
科
盛
信
に
降
参
を
促
し
た
が
応
じ

な
か

っ
た
。
三
月
一
日
に
信
忠
は
飯
島
か
ら
人
数
を
出
し
、
天
竜
川
を
渡

っ
て

貝
沼
原
(
伊
那
市
富
県
)
へ
進
ん
だ
。
三
月
二
日
の
払
暁
に
織
田
軍
は
攻
撃
を

し
か
け
、
信
忠
が
尾
根
続
き
を
揚
め
手
口
、
森
長
可

・
団
忠
直

・
毛
利
秀
頼

・

河
尻
秀
隆

・
小
笠
原
信
嶺
が
大
手
口
を
そ
れ
ぞ
れ
攻
め
た
。
城
を
守
備
す
る
武

田
軍
は
死
力
を
尽
く
し
て
戦
っ
た
が
、
結
局
、
城
将
仁
科
盛
信
ら
四
百
人
が
壮

絶
な
戦
死
を
遂
げ
、
城
は
陥
落
し
た
。

二
月
二
十
八
日
、
信
濃
で
支
え
切
れ
な
い
と
判
断
し
た
武
田
勝
頼
父
子
と
信

豊
は
諏
訪
の
上
原
を
打
ち
払
い
、
新
府
の
館
に
兵
を
納
め
た
。
三
月
三
日
、
織

田
信
忠
は
上
諏
訪
表
に
兵
を
出
し
、
所
々
に
放
火
し
た
。

以
上
が
武
田
氏
に
関
す
る
戦
乱
の
時
で
あ
る
。
山
城
な
ど
が
構
築
さ
れ
る
の

は
戦
乱
時
な
の
で
、
こ
の
後
本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長
が
死
に
、
そ
の
後
天
正

十
八
年
に
徳
川
家
康
が
関
東
に
移
封
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
に
、
山
城
な
ど
が
修

築
さ
れ
た
が
、
永
禄
と
い
う
伝
承
か
ら
し
て
、
ま
た
そ
の
後
の
政
治
の
動
き
か

ら
し
て
も
堀
の
内
の
居
館
跡
の
場
合
、
こ
の
時
期
は
一
応
捨
象
し
て
考
え
て
よ
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い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
居
館
が
伝
承
の
よ
う
に
永
禄
年
中

(
一
五
五
八

1
七
O
)
に
使

用
さ
れ
た
す
る
と
、
武
田
氏
の
上
伊
郡
を
支
配
し
た
三
十
年
間
の
ち
ょ
う
ど
中

聞
に
当
た
り
、
武
田
氏
の
支
配
の
安
定
し
て
い
た
時
期
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と

を
前
提
に
し
て
、
そ
の
時
期
の
ほ
か
の
城
や
居
館
な
ど
と
の
関
係
で
堀
の
内
の

居
館
を
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
堀
の
内
に
近
い
場
所
か
ら
、
辰
野
町
全
体
へ

と
目
を
広
げ
て
城
の
遺
構
を
確
認
し
よ
う
。

大
石
城
社
(
別
名
内
城
、
大
字
樋
口
内
城
)|
永
仁
元
年

(
一
二
九
三
)
に

樋
前
城
か
ら
樋
口
長
門
守
光
久
が
こ
こ
に
城
を
移
す
。
天
文
十
六
年

(
一
五
四

七
)、
樋
口
筑
前
守
光
信
の
時
に
武
田
の
家
臣
秋
山
伯
看
守
、
馬
場
民
部
等
に

破
ら
れ
、
天
文
十
八
年
に
城
を
破
却
し
ハ問

。
縄
張
か
ら
し
て
戦
国
時
代
に
使
わ

れ
て
い
た
が
、
伝
承
の
通
り
だ
と
す
る
と
永
禄
年
中
に
は
こ
の
域
は
使
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

樋
前
城

(大
石
域
社
の
南
に
位
置
す
る
)|
樋
口
光
久
が
永
仁
元
年
以
前
に

住
ん
で
い
た
と
い
う
。
当
然
戦
国
時
代
に
は
使
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

小
式
ケ
域
社

(大
久
保
山
〉、
狐
ケ
域
社

(樋
ノ
沢
山
の
峰
、
大
字
樋
口
山

際
大
久
保
山
)!
と
も
に
大
石
城
主
の
物
見
の
則
。
大
石
城
と
の
関
係
に
よ

っ

て
築
か
れ
た
と
す
る
と
、
永
禄
年
中
に
は
使
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

古
城
(
大
字
平
出
曲
淵
)|
暦
応
年
中

(
一
三
三
八

i
四
一
一)、
木
曽
家
村
が

建
武
年
中

(
二
二
三
四

1
一ニ
六
)

の
武
功
に
よ

っ
て
足
利
尊
氏
か
ら
本
領
の
木

曽
と
共
に
伊
那
郡
を
あ
て
が
わ
れ
、
こ
こ
に
家
臣
を
置
い
た
。
そ
の
後
大
隅
と

い
う
者
が
住
ん
だ
。
天
正
年
中

(
一
五
七
三

1
九
二
)
に
武
田
氏
の
家
臣
、
曲

淵
庄
左
衛
門
尉
が
し
ば
ら
く
住
み
、
天
正
十
年
三
月
以
来
知
行
所
に
引
き
込
ん

(問
。
伝
承
な
ど
か
ら
す
る
と
、
こ
の
城
は
永
禄
年
中
も
使
わ
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。

曲
淵
の
館
跡

(別
名
新
城
、
曲
淵
)|
曲
淵
庄
左
衛
門
の
居
館
か
。
前
の
説

明
か
ら
し
て
武
田
氏
滅
亡
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

荒
神
山

(
大
字
樋
口
荒
神
山
)

武
田
氏
が
伊
郡
に
侵
入
し
た
時
、
筑
摩
勢

や
伊
那
勢
が
篭
り
、
後
に
武
田
氏
の
陣
所
と
な
っ
た
。
武
田
氏
が
伊
那
谷
に
侵

入
し
た
時
に
取
り
合
い
が
あ

っ
た
が
、
伊
那
谷
を
完
全
に
制
圧
し
た
段
階
で
は

使
わ
れ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
場
所
の
重
要
性
か
ら
し
て
、
武

田
氏
滅
亡
後
の
混
乱
の
時
期
に
は
改
修
の
手
が
加
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

小
西
城

(別
名
古
城
、
小
野
押
野
大
洞
口
)|
木
曽
氏
の
砦
、
草
間
肥
前
の

砦
、
草
間
備
前
の
砦
。
本
郭

つ
=
一
メ
ー
ト
ル
×
一
0
メ
ー
ト
ル
)
で
、
周
囲

に
土
塁
の
一
部
も
残
る
。
空
堀
を
隔
て
て
連
郭
を
な
す
。
域
の
残
り
方
と
伝
承

か
ら
、
武
田
氏
の
侵
入
時
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
後
も
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

草
野
の
古
城

(小
野
押
野
〉
|
山
頂
に
円
形
の
平
地
と
わ
ず
か
な
堀
後
、
土

塁
が
残
る
。
草
野
氏
の
砦
と
い
う
。

瀬
戸
城

(木
曽
義
仲
の

一
夜
城
、
横
川
国
有
林
瀬
戸
沢
の
頂
上
)|
諸
説
あ

る
が
、
標
高

一
七
六

0
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
義
仲
が
城
を
築
き
、
し
か
も
現
在

ま
で
遺
構
が
残
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
現
地
を
見
て
も
山
城
と
は
評
価

で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
義
仲
の
隠
れ
城
説
は
根
拠
が
な
い
。

市
川

(別
名
市
河

・
横
川
城
、
大
字
横
河

一
ノ
瀬
)|
単
郭

(五
O
×
二

0

メ
ー
ト
ル
)。

郭
か
ら
し
て
、
戦
国
時
代
に
も
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

大
庭

(別
名
横
河
城
、
大
字
上
島
町
屋
〉
|場
所
不
明
。
実
態
は
不
明
で
あ

る
。竜

ケ
崎
城

(大
字
伊
那
富
宮
所
城
山

)l
本
郭
の
南
に
空
堀
を
隔
て
て

二
つ

の
郭
が
あ
る
。
北
に
三
つ
の
堀
が
あ
る
。
主
郭
は
中
央
が
低
く
、
周
囲
に
土
塁

が
残
る
。
武
田
氏
が
伊
那
に
侵
入
し
た
時
に
小
笠
原
長
時
軍
が
守
っ
て
い
る
。

麓
の
館
は
、
天
正
年
中

(
一
五
七
三

1
九
二
)
に
中
西
丹
後
が
住
ん
だ
と
も
い

う
。
戦
国
時
代
に
使
わ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

天
白
の
古
城

(大
字
伊
那
富
宮
木
)|
伝
承
や
古
文
書
に
よ
る
と
、

戦
国
時
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代
末
(
弘
治
年
間

・
一
五
五
五

1
五
八
)
に
宮
木
の
矢
島
勘
六
と
そ
の
子
勘
兵

衛
が
住
ん
で
い
た
が
、
天
正
年
聞
に
織
田
氏
の
侵
略
に
あ
っ
て
民
聞
に
下
っ
た

と
い
う
。
戦
国
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

古
城
(
大
字
伊
那
富
羽
場
)
|
城
跡
と
し
て
の
遺
跡
・
遺
物
は
不
明
。
武
田

氏
が
伊
那
に
侵
入
し
た
時
、
小
笠
原
氏
の
旗
下
の
草
間
肥
前
が
こ
こ
で
防
ぎ
戦

っ
た
と
い
う
。
後
に
柴
氏
が
居
住
し
た
。
永
禄
年
中
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

羽
場
城
(
大
字
伊
那
富
羽
場
)
|
連
郭

・
空
堀
・
土
塁
が
残
り
、
戦
国
末
に

未
完
成
の
ま
ま
で
終
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
文
禄
年
中
に
域
を
北
の
沢
上
よ

り
こ
こ
に
移
し
た
と
い
う
。
小
笠
原
氏
が
住
み
、
そ
の
小
笠
原
氏
は
武
田
氏
に

臣
従
し
た
と
も
い
列
。
武
田
氏
時
代
に
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

陣
場
ケ
原
(
大
字
辰
野
唐
木
沢
)
|
遺
構
は
残
っ
て
い
な
い
。
義
仲
の
家
臣

の
砦
跡
と
も
、
諏
訪
の
金
刺
氏
と
木
曽
氏
の
間
道
の
拠
点
と
も
伝
え
ら
札
初
。

木
曽
義
仲
に
つ
い
て
は
確
実
で
は
な
い
。
戦
国
時
代
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
城
山
(
大
字
辰
野
唐
木
沢
)
主
郭
(
五
五
×
一
三
メ
ー
ト
ル
)
。
空
堀
が

残
初
。
空
堀
が
残
る
こ
と
か
ら
戦
国
時
代
の
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

畑
ケ
中
の
館
跡
(
北
小
野
)
よ
7

井
氏
の
館
腕
。

以
上
が
辰
野
町
に
残
る
中
世
の
居
館
跡
と
城
の
現
況
や
伝
承
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
こ
の
地
域
に
と
っ
て
は
戦
国
時
代
の
武
田
氏
が

侵
入
し
て
く
る
時
期
は
、
山
城
や
居
館
の
歴
史
の
中
で
も

一
つ
の
画
期
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
そ
し
て
次
の
戦
乱
の
波
は
武
田
氏
滅
亡
と
そ
れ
に
続
く
混
乱
の

時
で
あ
る
。
た
だ
し
、
武
田
氏
統
治
の
時
代
に
積
極
的
に
山
城
が
築
城
さ
れ
た

形
跡
は
薄
く
、
む
し
ろ
領
域
支
配
の
た
め
の
平
城
が
作
ら
れ
た
の
で
、
地
域
支

配
の
た
め
に
人
が
配
置
さ
れ
、
道
な
ど
が
掌
握
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の

意
味
で
、
堀
の
内
の
居
館
は
伝
承
の
よ
う
に
永
禄
年
中
、
す
な
わ
ち
武
田
氏
の
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支
配
が
強
化
さ
れ
た
時
期
に
造
ら
れ
、
領
域
支
配
の
意
図
を
込
め
て
武
田
氏
が

主
体
に
な
っ
て
、
こ
の
地
に
人
が
配
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

お
わ
り
に

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
堀
の
内
の
館
跡
に
つ
い
て
の
史
料
は
ま
っ
た
く

残
っ
て
お
ら
ず
、
明
治
十
年
に
現
地
に
残
っ
て
い
た
伝
承
と
、
周
囲
の
地
形
、

地
字
な
ど
か
ら
そ
の
持
つ
意
味
を
読
み
取
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
お

そ
ら
く
、
発
掘
に
よ
っ
て
新
た
な
研
究
材
料
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
地
表

面
か
ら
読
み
取
っ
た
本
稿
と
、
今
後
の
発
掘
結
果
と
が
ど
の
よ
う
に
切
り
結
ぶ

か
楽
し
み
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
す
る
と
こ
の
居
館
は
、
武
田
信
玄

の
時
代
に
諏
訪
と
上
伊
那
と
を
結
ぶ
有
賀
峠
越
え
の
裏
道
を
押
え
る
た
め
に
、

武
田
氏
の
意
図
に
よ
っ
て
こ
の
場
所
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
背
後

に
は
武
田
氏
の
安
定
的
な
上
伊
那
支
配
が
実
現
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
の
動
き
が

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
、
さ
ら
に
武
田
氏
の
支
配
が
安
定
す
る
と
、

領
圏
内
に
お
い
て
道
の
警
備
上
の
重
要
性
が
落
ち
、
同
時
に
平
出
か
ら
有
賀
峠

を
越
え
る
ル

l
ト
の
重
要
性
が
増
す
中
で
、
関
所
の
よ
う
な
役
目
を
持
つ
こ
の

居
館
は
、
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

仮
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
で
き
る
と
す
る
と
、
こ
の
居
館
に
住
ん
だ
人

物
は
自
分
の
所
領
な
ど
地
域
支
配
の
た
め
に
こ
こ
に
住
ん
だ
の
で
は
な
く
、
従

っ
て
山
寺
地
域
と
は
密
接
な
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
放
に
、

地
域
の
人
達
の
記
憶
が
弱
く
、
本
領
が
別
に
あ
っ
た
た
め
、
居
館
の
重
要
性
が

な
く
な
る
と
、
本
来
の
所
領
に
戻
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
居
館
の
位
置
は
、
戦
国
時
代
の
村
の
中
に
権
力
側
が
容
易
に
権
力
を
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
少
の
防
御
上
の
不
利
は
承
知
し
て
い
て
も
、
村

の
端
に
居
館
を
構
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
来
、
戦
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国
大
名
の
権
力
は
強
大
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
村
人
に
対
し
て
も
思
う
が
侭
に

権
力
を
行
使
し
得
た
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
う
い
う
戦
国
大
名
の
イ
メ

ー
ジ

は
近
年
変
わ
り
つ
つ
ふ
犯
。
こ
の
居
館
の
位
置
も
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
さ
せ

る
材
料
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
、
こ
の
居
館
が
仮
に
武
田
氏
の
主
導
で
築
か
れ
た
場
合
、
武
田
領
国

全
体
の
中
で
交
通
政
策
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
を
も
検
討
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
武
田
氏
が
家
臣
を
こ
こ
に
配
置
し
た
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
ク
ラ

ス
の
人
聞
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
配
置
さ
れ
た
か
が
問
題
に
な
ろ
う
。
ま
た
、

永
禄
年
中
で
館
主
が
い
な
く
な
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
武
田
氏
の
交
通
政
策

で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
こ
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
発
掘
に
よ
っ
て
こ
の
居
館
を
考
え
る
新
た
な
材
料
が
出
て

く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
辰
野
町
、
ひ
い
て
は
長

野
県
の
歴
史
的
事
実
、
さ
ら
に
は
戦
国
時
代
の
実
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
近
年
長
野
県
で
も
多
く
の
中
世
域
館
跡
の
発
掘
が
さ
れ
、

多
く
の
成
果
を
上
げ
て
い
(到
。
そ
う
し
た
発
掘
成
果
の
事
例
の
増
加
は
、
確
実

に
中
世
史
を
引
き
上
げ
て
く
れ
る
と
考
え
る
。

、淫-

『長
野
県
町
村
誌
』《
中

・
南
信
編
》
四
五

O
七
頁

(長
野
県
町
村
誌
刊
行
会

・

一
九
三
六
、
郷
土
出
版

・
一
九
八
五
復
刻
)

2

『長
野
県
の
中
世
城
館
跡
|
分
布
調
査
報
告
書
|
』
(
長
野
県
教
育
委
員
会
、

一

九
八
三
)

3

篠
田
徳
登

『伊
那
の
古
城
』
(
伊
那
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
一

)

4

『辰
野
町
誌
歴
史
編
』
三
八
一
頁

(辰
野
町
誌
刊
行
委
員
会
、
一
九
九

O
)

5

『明
治
初
期
長
野
県
町
村
絵
地
図
大
鑑
』

一
六
回
頁
(
郷
土
出
版
社
、
一
九
八

五
)

6

『長
野
県
町
村
誌

《中

・
南
信
篇
》』

三
五

O
一
頁

『信
濃
国
郷
土
史
料
蕗
原
拾
葉
』
下
巻
七
六
一
頁

(名
著
出
版
、
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一
九
七
五
)

『辰
野
町
誌
歴
史
編
』
三
七
一
頁

(辰
野
町
誌
刊
行
委
員
会
、
一
九
九

O
)

9

『伊
藤
冨
雄
著
作
集
』
第
二
巻
五
二
一
頁

(永
井
出
版
企
画
、
一
九
七
九
)

叩

『信
濃
史
料
』
第
九
巻
五

一
頁

(信
濃
史
料
刊
行
会
、
一
九
五
七
)

日

『信
濃
史
料
』
第

一
四
巻
二
八
六
頁

(信
濃
史
料
刊
行
会
、
一
九
五
九
)

ロ

『信
濃
史
料
』
第
一
七
巻
四
三
三
頁

(信
濃
史
料
刊
行
会
、
一
九
六
一

)

日

『信
濃
史
料
』
第

一
七
巻

一
八
五
頁

M

『信
濃
史
料
』
第
一
七
巻
四
二
六
頁

日

『信
濃
国
郷
土
史
料
蕗
原
拾
葉
』
中
巻
五
二
五
頁

(名
著
出
版
、
一
九
七
五
)

日

『長
野
県
史
近
世
史
料
編
』
第
九
巻
七
九
頁

(長
野
県
史
刊
行
会
、
一
九
八

四
)

口

『長
野
県
町
村
誌

《中

・
南
信
篇
ど

三
五

O
六
頁

四

『信
濃
史
料
』
第

一
一
巻

一
九
O
頁
(
信
濃
史
料
刊
行
会
、
一
九
五
八
)

日

『辰
野
町
誌
歴
史
編
』
三
二
九
頁

却

一
志
茂
樹
「
地
名
と
国
史
」

(『
信
濃
』
第
四
巻
一
号
、
一
九
五
二
)
、
一
志
茂
樹

「
城
館
祉
の
形
態
と
そ
の
踏
史
的
考
察
」

(『
信
濃
』
第
九
巻

一
O
号
、
一
九
五
七
)、

金
井
喜
久
一
郎
「
城
館
跡
に
お
け
る
諸
問
題
|
主
と
し
て
中
世
の
地
方
史
研
究
の

場
合
|
」
(『
信
濃
』
第
二
七
巻
三
号
、
一
九
七
五
)、
服
部
英
雄
「
史
跡
の
見
方

・

調
べ
方
|
地
名

・
城
館

・
荘
園
」

(『
文
化
財
保
護
の
実
務
』
上
巻
、
柏
書
房
、
一

九
七
九
)、
千
田
嘉
博
他

『城
館
調
査
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
九
五
頁
以
下
(
新
人
物
往

来
社
、

一
九
九
三
)

紅

『改
訂
綜
合
日
本
民
俗
語
会
』
第
四
巻

一
四
三
八
頁
(
平
凡
社
、
一
九
七

O
)

幻

『定
本
柳
田
国
男
集
』
第
二

O
巻
一
七
五
頁

(筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
)

幻
鏡
味
完
二

『日
本
の
地
名
|
日
本
地
名
小
辞
典
|
』

一
七
頁

(角
川
書
底
、
一

九
六
四
)

剖

『日
本
国
語
大
辞
典
』
第
一
八
巻
二
五
頁

(小
学
館
、
一
九
七
五
)

お
戦
国
時
代
の
建
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
小
野
正
敏
「
戦
国
期
の
館

・
屋
敷
の
空

間
構
造
と
そ
の
意
識
」

(『
信
濃
』
第
四
六
巻
三
号
、
一
九
九
四
)
、
室
伏
徹
「
高
梨

氏
館
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
せ
て
|
十
五

1
十
六
世
紀
の
館
跡

・
屋
敷
の
郭
内
施
設

配
置
に
つ
い
て
|」

(『
信
濃
』
第
四
三
巻
一
一
号
、
一
九
九
一

)
が
あ
る
。
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お
一
志
茂
樹
「

『
か
い
と
』
考
」
(
『
信
濃
』
第
三
巻
一
号
、
一
九
六

O
)

幻

『定
本
柳
田
国
男
集
』
第
二

O
巻
一
七

O
頁
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
)

羽

『大
百
科
事
典
』
第
二
巻
一
三
九
四
頁

(平
凡
社
、

一
九
八
四
)

却

『新
編
伊
那
史
料
叢
書
』
第
二
巻
三
九

O
頁
(
歴
史
図
書
社
、
一
九
七

O
)

初

『辰
野
町
誌
近
代
編
』
九

O
四
頁

(辰
野
町
誌
刊
行
委
員
会
、
一
九
八
八
)

訂

同

右

九

O
三
頁

ロ
鏡
味
完
二

『日
本
の
地
名
|
日
本
地
名
小
辞
典
|』
四
四
頁

幻

『明
治
初
期
長
野
県
町
村
絵
地
図
大
鑑
』

一
六
四
頁

M
A

拙
稿
「
市

・
宿

・
町」

(
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
九
巻
、
岩
波
書
底
、
一
九

九
四
)、

拙
稿
「
甲
斐
吉
田
の
町
の
中
世
か
ら
近
世
へ
」

(
『信
濃
』
第
四
六
巻
一

一

号
、
一
九
九
四
)
、
拙
著

『l
蛇
抜

・
異
人

・
木
霊
歴
史
災
害
と
伝
承
|
』

(
岩

図
書
院
、
一
九
九
四
)

お

拙

稿

「名
字
と
地
名
」

(『
古
代

・
中
世
の
信
濃
社
会
』
銀
河
書
房
、
一
九
九
二
)

お

『辰
野
町
誌
歴
史
編
』
四
六
六
頁

幻

『伊
藤
富
雄
著
作
集
』
第
二
巻
四
三
五
頁

お
以
上
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
戦
国
大
名
武
田
氏
の
信
濃
支
配
』
(
名
著
出
版
、

一

九
九

O
)
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

拘

『長
野
県
町
村
誌

《中

・
南
信
篇
ど

四
五

O
五
頁
、

『日
本
城
郭
大
系

8

長
野

・
山
梨
』
二
六
七
頁
〈
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八

O
)、
篠
田
徳
登

『伊
那
の

古
城
』

一
一
一
頁

川叫

『長
野
県
町
村
誌

《中

・
南
信
篇
》』

四
五

O
五
頁

H
U

『長
野
県
町
村
誌

《中

・
南
信
篇
》』

四
五

O
五
頁
、
篠
田
徳
登

『伊
那
の
古

城
』

一
五
頁

必
篠
田
徳
登

『伊
那
の
古
城
』

一
七
頁

日

『辰
野
町
誌
歴
史
編
』
三
八
一
頁
、
篠
田
徳
登
『
伊
那
の
古
城
』
七
頁

μ
同
右
三
七
七
頁
、
篠
田
徳
登

『伊
那
の
古
城
』
四
頁

(
伊
那
毎
日
新
聞
社
、

九
七
一
)

必
篠
田
徳
登
『
伊
那
の
古
城
』
七
頁

日
刊
同
右
、
三
八
四
頁
、
島
田
安
太
郎

・
舟
木
慎
吾

『謎
を
秘
め
た
大
遺
跡

47 

木
曽

義
仲
の
隠
れ
城
朝
日
ケ
峯
域
社
』
(
龍
門
堂
、

三
七
五
頁
(
平
凡
社
、
一
九
七
九
)

灯

『辰
野
町
誌
歴
史
篇
』
三
七
八
頁

必

同

右

的

『日
本
城
郭
大
系

8

長
野

・
山
梨
』
二
六
八
頁
、
篠
田
徳
登

『伊
那
の
古

城
』
二

O
頁

印

『辰
野
町
誌
歴
史
篇
』
三
七
八
頁
、
三
八
五
頁

日
同
右
三
七
九
頁

臼
篠
田
徳
登
『
伊
那
の
古
城
』
二
二
頁

日
『
辰
野
町
誌
歴
史
篇
』
三
七
九
頁

臼
同
右
、
三
八
七
頁
、

『長
野
県
の
地
名
』
三
七
九
頁

(平
凡
社
、
一
九
七
九
)

日
篠
田
徳
登

『伊
那
の
古
城
』
二
三
頁

日

『辰
野
町
誌
歴
史
篇
』
三
八
O
頁

町

同

右

日
篠
田
徳
登

『伊
那
の
古
城
』
五
頁

日

拙

著

『戦
国
大
名
武
田
氏
の
信
濃
支
配
』
(
名
著
出
版
、
一
九
九

O〉

印
私
の
そ
う
し
た
研
究
読
み
直
し
に
つ
い
て
は
、
拙
著

『戦
国
大
名
武
田
氏
の
研

究
』
(
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
)
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

日
例
え
ば
、

『発
掘
調
査
報
告
書
第
凶
集
青
木
城
遺
跡
』
(
駒
ケ
根
市
教
育
委
員

会
、
一
九
八
五
)
、

『金
井
城
跡
』
(
長
野
県
佐
久
市
教
育
委
員
会

・
佐
久
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
セ

ン
タ

ー、

一
九
九
一

)
、
『長
野
県
大
町
市
埋
蔵
文
化
財
報
告
書
第
口
集

長
畑

・
清
水
氏
居
館
跡
』
(
大
町
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一

)
、
『高
梨
氏
館
跡
|

発
掘
調
査
報
告
書

』
(
長
野
県
中
野
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
)
な
ど
が
あ
る
。

一
九
七
三
)
、

『長
野
県
の
地
名
』

付
記

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
三
浦
孝
美

・
福
島
永
の
ご
教
示
を
受
け
た
。
末
筆
な

が
ら
深
謝
す
る
。




